
本校の教育目標と経営方針

教育改革 学習指導要領 学校教育指導方針 鉾田市の教育方針
教育基本法，学校教育法の改 ５つの柱の具体的実践， 将来の鉾田市を担う人材の育
正趣旨の理解 県の教育施策の推進 成

学校経営の方針
茨城県教育委員会，鉾田市教育委員会の運営方針を基調として児童や地域の実態に即した教育計画を立て，教育の全領域にわた

って調和と統一のとれた効果的な運営により，教育目標の達成に努める。

・保護者の願い ・児童の実態

学習状況の評価結果・学校評価の活用 鉾田小学校の教育目標 ［ほこたの子の育成］
自己評価

学校関係者評価 全国学力 ・学習状況ほんきに考え こころ美しく たくましい ほこたの子
調査結果・教師評価の活用

組織の活性化， 県学力診断テスト
資質・能力の向上 結果

目指す学校の姿 目指す児童の姿 目指す教師の姿
( ) 楽しい学校 ( ) 自ら考え，進んで学ぶ子 ( ) 教職に対する強い情熱のある教1 1 1
( ) 美しい学校 ( ) 思いやりの心をもち，友だちと 師2 2
( ) 地域との連携のもと安心して 仲よくする子 ( ) 教育の専門家としての確かな力3 2
学べる学校 ( ) くじけず，強い心の子 量を備えた教師3

( ) 総合的な人間力を備えた教師3

(1) 自ら学び，自ら考える力を育て，一人一人に確かな学力をつける指導の充実に努める。
・学習指導の充実 ・基礎・基本の定着 ・個に応じた多様な学習指導方法の工夫 ・評価の改善

(2) 児童一人一人を生かし，思いやりの心や勤労・奉仕の精神を尊ぶ，心豊かな児童の育成に努める。
・心の教育の充実 ・道徳教育の充実 ・教室環境の整備 ・学校花壇の整備

(3) 健康・安全教育の推進を通して，自ら体を鍛え，体力の向上を図る健康でたくましい児童の育成に努める。
・安全教育の充実 ・健康教育の充実 ・運動の日常化 ・食に関する指導の充実

(4) 互いを尊重する人間関係づくり，共感的な態度による児童とのかかわりを重視した指導の充実を図る。
・教育相談の充実 ・学級経営の充実 ・支援体制の充実

(5) 家庭や地域との連携を図り，信頼関係を基盤とした開かれた学校づくりの推進に努める。
・学校公開日の実施 ・ＰＴＡや外部諸団体との連携 ・教育ボランティアの活用

(6) 本校の教育の課題を明確にし，教員としての資質の向上に努める。
・校内研修の充実 ・個人研修の充実 ・学校評価の実施 ・教員評価の実施

重 点 目 標 に 対 す る 本 年度 の 目 標 値 評価本年度の重点目標

○ 分かる，楽しい授業を実践します。１ 確かな学力をつけます
【漢字の読み書き定着率 低：８５％，中：８５％，高：８０％】
【四則計算定着率 低：８５％，中：８５％，高：８０％】【学力向上プロジェクト】

○ 読書活動をはじめ，本に親しむ取り組みを積極的に進めます。２ 豊かな心を育てます
H19 50.3% H20 60.2% H21 66.7% H22 54.0% H23 %
【読書年間 冊以上 】【 】豊かな心育成プロジェクト 50 １～３年：８０％，４～６年：７０％

○ 体力テストの分析をもとに体育の授業の充実を図ります。３ 体力の向上を図ります
％H19 59.1% H20 61.9% H21 60.7% H22 62.9% H23 48.5

【体力テストＡ＋Ｂ 】【体力向上プロジェクト】 ６５％以上

○ 共感的な態度による児童とのかかわりを重視した指導を図ります。４ 教育的ニーズに応える支援
体制を整備します

【教育相談実施 学期１回以上】【 】校内支援委員会・特別支援教育

○ 学校公開日を実施し，学校の教育活動に対する保護者の理解を深めます。５ 信頼される学校づくりを進
めます

【公開日実施回数 ６回以上】【渉外部・生徒指導部】

○ 授業力向上のための校内授業研究を充実させます。６ 教師力の向上を図ります
【授業研究実施 一人１回以上】【校内研修】

学校としての組織目標 組織目標達成のための具体策

１ 確かな学力と体力・運動能力を身に付けさせ ○ 見えない学力（意欲・学び方・家庭学習の習慣）を大切にする
る教育を推進する。 ○ 指導の工夫（スキル学習，読書，問題解決学習，体験的な活動，話合

い活動，学び合いの場づくり）○ チャレンジタイムの充実
○ 学力診断テスト，全国学力・学習状況調査の活用
○ 運動の日常化，体力テストの分析を生かした体育授業の充実

２ 思いやりの心や基本的な生活習慣の定着等， ○ 好ましい人間関係づくり（あいさつ運動，思いやりの心等）
豊かな心をはぐくむ教育を推進する。 ○ 「みんなにすすめたい１冊の本推進事業」への積極的な取組

○ 基本的な生活習慣の見直しと指導の充実
○ 道徳授業の活性化 ○ さわやかマナー運動への取組

３ 家庭や地域との連携を図り，信頼関係を基盤 ○ 安全で，安心な学校づくり
とした開かれた学校づくりを推進する。 ○ 地域人材・施設等，地域の教育力の有効活用（人材リスト作成等）

○ 学校開放日の工夫改善
○ 学校・家庭・地域社会との連携・協力の見直しと充実


